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2 月 22 日開催の本会議に篠山市の平成 28 年度当初予算案が提案されました。一般会計の

総額は 218.9 憶円で昨年度とほぼ同額です。しかし、国民健康保険会計や介護保険会計はそ

れぞれ昨年度対比 4.3％、2.9％の増加となっており、特に国保会計は平成 30 年度に予定さ

れている事業の広域化まで厳しい会計運営を覚悟しなければなりません。 

＊予算の概要については篠山市のホームページでもご覧になれます。 

 

 

 

ホームページでは十分に確認できない大山地区に関する主な予算案についてお知らせしま

す。私もこれらの予算については各議員にその必要性をご理解いただき予定通りの決定に努め

てまいります。予算案の議決は 3 月 22 日の予定です。 

事業 予算額（万円） 左の予算に含まれる事業内容 

財産管理 3,790 神田荘床改修工事（玄関をはいって右側の調理室、

事務室、和室）が含まれています。 

公民館改修助成事

業 

980 市内 11 の自治会公民館の改修補助。追入、町ノ田、

北野新田が含まれています。 

ふるさとの森づく

り事業 

1,882 市内 20 の生産森林組合に対して新しい運営補助金

ができます。法人市民税（１３万円か５万円）相当

額の補助になります。大山の対象は、大山宮、大山

上、一印谷、大山新、町ノ田、北野、大山下です。 

学校施設維持管理

費 

２億 3,013 丹南中学校の大規模改修工事が含まれています。 

中央公民館事業費 2,710 とふめしなどの郷土料理を発信できるテキストを作

成する予算が含まれています。 

有害鳥獣対策事業 1 億 4,177 大山新、北野新田、北野、大山下の獣害防護柵設置

事業が含まれます。また、サル用電気柵設置補助金

も含まれています。なお、サル用電気柵については

28 年度中に再度設置希望調査が行われます。 

平成 28 年度予算提案  ～やはり医療介護費が増加～ 

大山地区に関係する主な予算案 



事業（表からの続き） 予算額（万円） 左の予算に含まれる事業内容 

脊椎動物化石保護

活用事業 

5,029 並木道中央公園内に化石発掘体験施設を整備する予

算が含まれています。 

まちづくり活動推

進費 

 

5,430 新しく定住促進の取り組みに対する交付金がまちづ

くり協議会に交付されます。各 10 万円で、大山で

は大山郷づくり協議会が交付金の受け皿となりま

す。 

防災基盤整備事業 

 

7,730 市内 3 か所の防火水槽整備が含まれています。大山

では、追入と大山下で予定されています。 

放課後児童対策事

業 

1 億 3,329 4 月より神田荘にて開設される大山児童クラブの運

営費、空調整備工事費が含まれています。 

塵芥処理費 

 

 

4 億 8,386 清掃センターの焼却施設長寿命化計画をつくる内容

が含まれています。地元との約束である 25 年間の

安全な操業を確実にしようとするものです。 

地域おこし協力隊

活動費 

1,174 主に大芋、畑、西紀北、大山地区で活動する隊員 4

名に係る予算。大山では里山活用に取り組みます。 

農業農村施設管理

費 

2,768 市民農園施設の外壁塗装工事を行う予算が含まれて

います。 

 

 

 

 

3 月 16日に開催される本会議において 2点について一般質問を行う予定です。ひとつは大

山幼稚園保育室の改修（遮音壁の設置）を求め、もう一つは大山にコミュニティセンターを新

設することを求める予定です。 

2 月 22 日に市政方針において酒井市長は「市民が主役の篠山市」を掲げました。このこと

については異論ありませんが、市民が主役になって活躍するためには「活動の場」が必要です。 

この活動の場として市内の 19 地区に 12 のコミュニティセンターが設けられています。コ

ミュニティセンターのない地区の状況を比べてみると、コミュニティセンターの代わりに活用

できる施設がある地区もあり、環境が最も悪いのが大山です。このことは以前より認識されて

いましたが、市の財政悪化のために検討が全く行われていませんでした。 

この 4 月から、神田荘の現会議室で学童保育が開始され、ふれあい館も幼稚園教育充実のた

めに学校園の使用が増えてきています。また、市は平成 29 年度以降、19 地区で健康づくり

教室（いきいき塾）を開始する予定であり、いよいよ大山地区の住民活動施設の不十分さが明

らかになってきます。 

誰もが健康で活躍できる環境をつくっていくのは行政の責任であり、大山を筆頭にコミュニ

ティセンターの整備を計画的に進めていく必要があります。 

財源の検討も必要ですが、それは行政と議会の責任です。

あと 2 年ほどで市財政の収支バランスが取れそうな状況に

なってきた今、5 年 10 年先を見据えた地域づくりが必要

と考えています。是非、地元からもコミュニティセンター

新設の声を上げていただきたいと思います。 

大山コミュニティセンターの新設を求める ～3月 16 日一般質問～ 


